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序

本報111Iりは、!~,l常沖縄心念公園·i:iffiii に伴い、内棋Jl('.f沖縄総合 ·J.;:務J、J沖縄心念公園J;:務所より委，；tを受
け、沖純似立tり！絨文化財センターが平成 15(200:3)年度及び平成 17 (2005)年度に実施した哩蔵文
化財発掘逍代の成果をまとめたものです。

調査地、点は、戦前まで凶金御殿という建物が{i-{l:していた場所で、 l!ilfやIti(I: 親族の私的空間とされ
る御内IJ;iの画を構成していました その中でも凶金御位文は、 ［や E妃の襄屯として使川されていた場
所であったことから、特に秘I研lが閥く、その構迅については文，'tや絵図等にも現れず、謎を秘めた均
所でした。

この2ヶ年にわたる1輝紐庫の紺渫、迫構は近代以降の沖縄戦による空煤や開発守により功滅的な被
，ヽりを受けたものの、 一部では建物のJよ盤を成す礎イi跡等を検出するとともに、付随する石禎みや石敷き

のほか、石造の水路や枡状の石組み辿構か検出されました また、あわせて1l'IIII匈磁淵をはじめとする
器類や装身具等、 ［家の4話を偲ばせるfi料が多放IllI: し、そのくらしの—端を明らかにしています。

この成米をまとめた本中fWrが、沖縄媒の歴史 ・文化を理解する汽料として、多くの）j々 に話川される
とともに、雌油文化財の低役 ・話JllについてWI心をi、'iJていただけれは炉いです

iは後に、発ttii.;i•,Jtiならひに汽料"!⑬ H作菜にあたり、ご指4・ご協））を賜ったl½I係者各位に/',いく御礼fil
しl:げます

']lfi£19 (2007) {ド3J j 

沖純県立t•1~,;成文化財センター

所l< Ill 凡； 1,'i' 心



例 言

1. 本報告書は、国営沖縄記念公園整備に伴い、平成 15(2003)年度及び平成 17(2005)年度に実

施した首里城跡黄金御殿地区の埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

2. 発掘闊査及び資料整理は、内閣府沖縄総合事務局沖縄記念公園事務所より委託を受け、沖縄県立埋

蔵文化財センターが実施した。

3. 資料整理作業は、平成 18(2006)年度に沖縄県立埋蔵文化財センターが実施した。

4. 資料整理にあたり、下記の方々には出士遺物の同定を依頼した。記して謝意を表したい。

中国産陶磁器 ：小野正敏（国立歴史民俗博物館）

本土産陶磁器 ：野上建紀（有田町歴史民俗資料館）

金属製品 ：久保智康（京都国立博物館）

石製品：大城逸朗（理学博士）

5. 本書に掲載した地図は、国土地理院発行の 1/ 25.000地形図を使用した。

6. 本書に掲載した緯度、経度、平面直角座標は、すぺて日本測地系に基づくものである。

7. 土層、出土迫物の色調については、小山忠史・竹原秀夫著『新版標準土色帳24版』 によるものである口

8. 本報告歯の編集は小橋川剛、比嘉低子、天久瑞香ほかの協力により羽方誠、仲座久宜が行い、各章

の執筆は次のとおり行った。

仲座久宜 第 1 章、第 2 章、第 4 章第4節 • 第 5節 l~ 5・11 ~ 13、第6章

羽方誠 第3章、第4章第1節～第3節

小橋）II剛 第4章第5節6----10・14~18

9、本苫に掲載した調査時の写呉撮影は羽方誠が行い、出士追物の写真撮彩は矢舟章浩、香嶋香が行った。

10. 発掘調査で得られた出土品、図面、写真等の記録は、すぺて沖縄県立埋蔵文化財センターに保管し

ている。
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第 1章 調査に至る経緯
第 1節調査に至る経緯

即 I¥城内計1地区の整価は、昭和 Cil (198(5)年に国営沖縄心念公園即I¥城地l人:として整価さオlること
が,~1議決定されたことにより始まる 以降、年次的に兌掘による追構li'{I認此I-ftがK施され、その調介成
果及び昭和 59(1981) 年に沖縄県により須定された即I'城公園Jよ本社11hjの刑念に枯つき復几招価がh
われ、現任にギっている。 今lwの品l杏はこれまでの経紺をふまえ、内 l・札Iii'.、f沖縄総合 ，rJ~務J』,j沖縄叫念公園
•J;: 務所の委,;［により、国」:. E妃の1,1}Jlllであったとされる黄金御殿跡の追構を中心にw必するII的で、
平成 15(200:5)年度及び平成 17 (2005)年度に実施された。

第 2節調査体制

本rl1~尼＇｝に係る允掘調1t及び汽料整理業務は、 'll成 15(2003)年及び,,;_成 17 (2005)年度に実施し、
湖イ洲閏j・,';・作成に係る賢料整理業務は'V-成 18(2006)年度に実施した。その体制は次のとおりである（載
名は‘り時のもの）。

'I勺戊 15(2003) 1J:J'.t 

・J;. 業じ（本 沖縄県教脊委員会

·J~ 業1所符課

教fi'l< 山内彰

沖縄児教脊庁文化課

課lx II越 Ih]IIAf 
諜l<Ml佐）＜賊払（事業担‘り） . I. 地泰舶 en務担‘り）

＂じ念物係 係Li ,i;,•, 袋 ff · •. 秤'It1 IドI1 I 晋(:)咄業担"I)

文化係 Jぅ汁康係K 宮tfJ 栄<*務担当） . .tボ '; 炉H~l: f 

•J; 業総括 ・実施 沖縄り，い't:埋蔵文化財センター

所K 安甲袖Ii•;.

発掘晶介：(1・ 業員

閥l所J~~ltJ焦務諜長 安'rim.り雑紀
庶務諜ヒ介比加r 又Wf・:l=.1t西71'.:y; 枝 . lぞJ~ 川1ci斤也
湖11:,渫，｝梨K盛本鼎

逍介，渫し1刑ltl*UJ I戚

文化財品ぽl砒，［貝•,,;・，；城奈銘、比泣•;fQ (-、仲地禾II災

比｝泊柏恵、 /illI ff、比嘉剛、渡g;;J~努、島袋文 f、mt屁公(・, Wi皮i1i天i!tff、品味IIIT枝(・、
諸見りl¥-f、西，G;本成(・、 k城史 f、)＜沿愛(-、‘，唸銘11、• 予、界Ill籾(-、小谷人゚ 道、森卜虹！・、 (iI I! 栄 {f、
欠II 名,,,,、 l~U」}紀、我那曲修人、 f1H・H胚Hf,さ、石）1: 龍太

汽料・n名11H(1業旦

大村111.Xミチ、旧凡｝のりえ、池1以直必、 1湿憎恵・f、瑞疫乾尚又、沿浪：: T・ 代、 1場狐改利、赤磁雅.(-、
後藤典 f、光~n香、仲本志）り、 1~城勝雄、新Jlld、本村H~子、令城床、(-
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資料整理指導

神谷厚昭、名和純、家田淳一

聞き取り調査

知念源政、大城宜信、真榮平房敬

平成 17(2005)年度

事業主体 沖縄県教育委員会

教育長仲宗根用英

事業所管課 沖縄県敦育庁文化課

課長千木良芳範

課長補佐島袋 洋（事業担当） ．崎液文秀（事務担当）

記念物係主幹兼係長盛本勲

専門員知念隆博、新垣力（事業担当）

文化係主幹兼係長宮国栄 ・主任神谷リカ（事務担当）

事業総括 ・実施 沖縄県立埋蔵文化財センター

所長田場清志

発掘調査作業員

副所長兼庶務課長 赤嶺正幸

庶務課主査 比嘉美佐子 ・主査山田恵美子、主任城間奈津子

調査課課長岸本義彦

調査課専門員山本正 昭

文化財調森嘱託員 比嘉尚輝、喜多亮輔、崎原恒寿、山田浩久

伊集ゆきの、矢舟章浩、仲間留美

石垣浩充、吉村政博泉谷塁中村フサ子、浦崎京子、諸見里幸子、大宜見より子、与那韻勢津子、

真志喜正枝、我如古みどり、大城孝仁、仲田均、比嘉洋子、川上益子、島仲恵子、佐渡山正子、

呉我フジ子、宮国恵子、宮城悦子、嘉味田千枝子、安次富マサ子、比嘉剛、大城誠

資料整理作業員

玉城恵美利、赤嶺雅子、石嶺敏子、上原園子、照屋利子、城間千鶴子、藤田奈穂美、金城克了、

比嘉洋子、外問瞳、宮里なつ子、喜屋武朋子、又吉純子、比嘉登美子、比嘉孝子、平良費子、

新垣利津代、崎原美智子、上原美穂子、大村由美子、国場のりえ、譜久村泰子、荻堂さやか、吉村綾子、

城問いづみ

資料整理指埠

金子浩昌、森毅、樋泉岳史、堂込秀人
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平成 18(2006)年度

事業主体 沖縄限教育委員会

教育長仲宗根用英

事業所管課 沖縄県教育庁文化課

課長千木良芳範

課長補佐島袋洋（事業担当） ．崎招文秀（事務担当）

記念物係主幹兼係長盛本勲

専門員知念隆博、新垣力（事業担当）

文化係主幹兼係長宮国栄 ・主任神谷リカ（事務担当）

事業総括 ・実施 沖縄県立埋蔵文化財センター

所長田場泊志

副所長兼庶務課長 瑞巖覧康博

庶務課主査 玉寄秀人 ・主査山田恵美子、主任城間奈津子

調査課課長岸本義彦

調査課主任仲座久宜

調査課専門員 tJヽ 橋川剛

文化財調査嘱託員 比嘉優―f、天久瑞香

資料賂理作業

埋蔵文化財資料斃理嘱託員金城克チ、照屋利了、比嘉なおみ、仲地和美、喜屋武朋子、野村知子

資料整理指沌

上原静
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第 2章位置と環境
第 1節地理的環境

首里城は、沖縄本島の南部、那覇市首里に所任する城跡である。標高は最高で 136mを測り、那覇市

内では弁ヶ嶽に次いで高所に位四している。そのため、首里城からは周辺の町並みや近隣市町村、那覇

港及び束中国海を臨むことができる（第 1・2図）。

この首里城の基盤を構成するのは、隆起珊瑚礁を起源とする琉球石灰岩で、その下位には第三期に形

成された島尻層群が堆柏している。表形の琉球石灰岩隠に浸透した雨水は、不透水屈である島尻岡のク

チャと称される泥岩 • 砂岩でせき止められ、両者の境界から湧泉としてあふれ出すこととなる。この湧

水を利用した井泉 ・樋川は首里の各地に点在し、今日も豊富な湧水羅を誇っている6

首里城はその北側に虎瀬山及び真嘉比川を配し、東に弁ヶ嶽及びナゲーラ川、南に安里川を擁して立

地しており、風水思想の観点からも蔵風得水の地として似れた条件を備えているとされる。

第 2節歴史的環境

首里城の創建について、現時点で明確な記録は確認されていないが、文献上最初に表れるのは、 1427

年建立の安国山樹華木碑記においてである。その碑文の概要は、首里城周辺に池（龍涼）を掘り、山を

築いて華木を植えたことが記され、今日でいう都市計画 ・環境整備がすでに行われていたことを示して

いる。この碑文の年代から推して、首里城は尚巴志王代 (1422,....,1439)にはすでに王城としての構え

を確立していたと考えられている。その後、明治 12(1879)年の首里城明け渡しまで何世紀にもわたり、

歴代の王により幾度もの拡張工事が行われるとともに、数回に及ぷ焼失 ・重修を経て、現在の首里城の

フォルムが完成したとされている。

このように首里城は、 15世紀前半とされる築城から、約 500年間のながきにわたり、琉球王国とし

て栄華を誇ってきた。この王国の崩壊後、正殿をはじめとするこれらの建造物群は、明治 29(1896) 

年まで、熊本鎮台沖縄分追隊の兵舎として使用されたほか、その後は首里市立女子工芸学校、県立工業

徒弟学校、首里第一尋常高等学校などの校舎としても利用され、各所が改変された。その問に建物は老

朽化により解体される危機を乗り越え、中心的建造物数件については、その沖縄独自の歴史や意匠から、

大正 14(1925)年に特別保護建造物に指定される。また、その 3年後の昭和 2 (1927)年には解体修

理が行われ、昭和4(1929)年には正殿や付随する主要な城門についても国宝となった。

しかし、これらの建造物群も、太平洋戦争時に日本軍第 32軍司令部の陣地壕が首里城の地下深くに

構築されたことで、昭和 20(1945)年に米軍の集中砲火を浴び、その一帯は焦土と化すこととなる。

終戦後は、米国琉球軍政本部教育部の計画により、昭和 25(1950)年に琉球大学が創設され、校舎

等施設の造成 ・建設工事で首里城の痕跡はさらなるダメージを受けることとなる。しかし、このような

状況においても首里城の威容は衰えることなく、規模 ・内容ともに沖縄を代表するに相応しい城跡とし

て、昭和 47(1972)年の日本復帰と同時に国の史跡として指定され、その後平成 12(2000)年 12

月には 「琉球王国のグスク及び関連追産群」の一部として世界迫産に登録された。今日では年間 182万

人もの観光客が訪れる沖縄の一大観光地として、常に賑わいを見せている（平成 18年度実紹）。

今調査の対象となった黄金御殿は、御内原寓院または奥害院とも呼ばれ、首里城の正殿襄側一帯を指

す御内原の中心的建物であった。正殿の南側に位骰し、国王 ・王妃の寝室・居開として使用されていた

建物である。創建年代は不明であるが、 1660年の失火により焼失し、 1670年までには正殿ほかの建物

とともに重修された記録が残っている。その後 1709年に再び焼失し、璽修が行われるが、この重修後

の建物の構造は、 二階建て • 寄棟造り • 本瓦片きであったとされる。

一階部分は西側に左腋門（暗提 （くらしん〕御門）が付随する通路が設けられており、そこは石段を

-4-



上がると石敷きが施され、直進して右に折れると二階殿へ通じていた。 二陛部分は国 E・モ妃の哀室 ・

居問として使用され、北側に接する正殿及び南東の二階殿へと往来可能な通路が存在していたとされる

（第 3・131図）。東側は国王親族の厨房である寄満に接する。また、南西側には近習詰所と称される国

王の諸雑用を行う役人の詰め所が鈴引之間をはさんで接し、鈴の音を合図に御内原と正殿との連絡を取

り次いでいたとされる。なお、今回の調査範囲はこの黄金御殿のほか、近晋詰所及び奇洪の一部にも及

んだが、これらの建物構造に結びつく記録は現時点で見あたらない。

王国の崩壊後、黄金御殿の建物は熊本鋲台沖縄分追隊の医常宜舎（第4図）として使用されたほか、

首里市立女了工芸学校の校舎としても使用され、その後昭和 11年 (1936)以降には、 1湘院や釦之間等

の建物とともに、占材を南殿の修復に使川するために解体された。

その数年後には戦災により一帯は灰燐に帰すこととなりその廃墟の中、昭和 25(1950)年には琉

球大学の開学により多くの校舎 ・施設が建設される。黄金御殿跡周辺の敷地は、大学が西原町に移転を

終える昭和 59(1984)年まで、本館西側及び教裕教室 F南側の駐屯場として使用されていたようであ

る（第5図）。
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第 4図 1日首里城熊本鋲台沖縄分迫隊配置図

（本[:;([は、 IJii[・t.Jを校吋・し祈たに文字を打ち11'(したものである。沖純県史料糾集室蔵）

.-,1 

第 5図 旧首里城図 （旧琉球大学校舎配四図）
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第 3章調査経過
1 平成 15年度 （調査期r~l : 平成 15年 6月2Fl ----平成 15年 12月27日 濶査面梢 ：450 m") 

発掘調査区は、沖縄戦以後に持ち込まれた造成士や浚生芝生に投われていた。また首里城公園内の管

理 ・運常業務に使用されている水道管や電気管といった埋設物が多数あることが事前に判明していたの

で、これらが発掘調査の妨げになると考えられた。そこで発掘調査を開始する際に、まずこれらの埋設

物を移設するよう国常沖縄記念公園事務所首里出張所に要請したが、使用中のため移設されることはな

かった。

造成土については、沖縄県立埋蔵文化財センター職員立ち会いのもと、国営沖縄記念公園事務所首里

出張所が委託した首里城内の保全工事党者が除去することになっていた。当初の予定では 6月から発掘

調査を開始することになっていたため、それに合わせて現場事務所の設骰準佃や発掘調査作業員の雇用

手続きを行ったが、保全工事業者の決定が遅れたため調査を開始することが出来なかった。そこで調査

を開始するまでの間は、現場事務所内において資料整理作業を行うこととした。

造成土の除去は8月 18l:lから始まり、埋設物を偽つけないよう禎巫に作業が行われた。埋設物があ

る部分については、埋設物上面を露出させて位訳を確認し、それ以上の掘削は行わなかった。

直機で造成：I::を除去した後、沖縄戦時の不発弾の有無を確認するために磁気探査を行ったが、不発弾

等は確認されなかった。

人力による作業はまず、調査区内の環境整備から行った。埋設物がある部分は畦状に土が残っていた

状態であったので、両サイドに土痰を積み、崩落を防いだ。また調在区を束西に縦断するように走って

いた霞気ケープル部分については、土砂で税い、その Jこに板を敷き、掘削士蓮搬等に使う通路とした。

造成土を除去した段階で、追物を含む拉乱府（暗褐色土）や過去に発掘調査した部分の保護砂 ・埋め

土が確認されたので、これらを掘り下げていき股構の検出を行った。追栴の検出作業が終了した段階で、

裔所作業車を使って全体写真撮彩を行った。

調査期間中、雨天時には現場事務所内において出土品の洗浄 ・ナンパーリング等の作業を行った。

調査区の埋め戻し作業は国営沖縄記念公園ボ務所首里出張所が行うことになっていたので、調査区を

プルーシートで投った後、現場を引き渡して作業を終了した。

図版 1 発掘調査開始前の状況（東から）

10 
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図版2 調査開始前の状況（南西から）

図版3 重機による掘削作業（南西から）
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回版5 I日琉球大学の水道管の撤去状況 （東から）
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lii:ii! 

~'1111奮盲w::ヨ！

騒

薗

F
 図版6 調査区内の環境整備作業状況（南西から）

図版 7 完掘後の状況（南から）
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這
図版8 間き取り調査風景

¥'-

図版9 聞き取り調査風景

図版 10 室内作業風景
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図版 11 発掘調査メンバー

2 平成 17年度 （調在期間 ：平成 17年 10Jl 24 11 ~平成 17年 12月 1f I 調査画柏： 50 m) 

本年度の調査は、平成 15年度の調査において埋設物があったため調査できなかった祁分について行っ

た。その結果、平成 15年度に検出した辿構に連続する辿構が確認された。また平成 15年度の調杏では

検出できなかった迫構も検出された。

-15 -
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図版 12 平成 17年度作業風景（北東から）

3 平成 18年度

平成 15・l7年度の発掘調査で得られた造物・図面・写真等は調査終了後に沖縄県立埋蔵文化財センター

ヘ搬人し、平成 18年度から本格的な資料撒理を実施した。調査で得られた追物は追物収納コンテナに

換算して49箱であった。まず迫物の取り上げ名称を整理した後、出土地点ごとに逍物を作業台に広げ、

種類ごとに辿物を分類した。分類作業と並行して、造構の時期を特定する追物や特徴的な追物、残りが

良い追物を抜き出し、実測図を作成し写真撮影を行った。そして迎構 ・追物の実測図をレイアウトして，

トレースを行い版組を行った。

印刷業者が決まった後、校正を行い報告古を印刷・製本した。作成部数は500部である。なお追物・図面・

写点守はすべて沖縄県立埋蔵文化財センターの収蔵庫・記録保存室に保管されている◇

-16 -



第 1表平成15・17年度 首里城跡黄金御殿地区発掘調査工程表
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第 2表首里城跡黄金御殿地区退構等一覧

名称 小地区 構造・用途など 時期 過去の調査歴

1 ピット群
寄

地山の赤土面で検出。
満

2 石組みl 四方を石積みで囲い、底に石を敷く。 ~18c頃

3 石組み2 四方を石積みで囲む。 ~18c頃

4 石組み4 三方を石柑みで囲む。北側は破壊されている。 正殿 「svV8」

5 石組み5
三方を石梢みで囲み、底に石を敷く。北側は破壊され

正殿 「溝追構」
ている。

6 石敷き3 石列：3に接する。

7 石積み7 下府追構．石積み8と面を合わせて南北に走る。 l~r頃へ

8 石積み8 下陪造構。石梢み7と面を合わせて南北に走る。 15c頃～

9 石積み11 L字形に走る。

10 石和み12

11 石列2 残りが悪いため不明確。

12 石列3 北側に面を持つ。 正殿

13 石列5 北側に面を持つ。

14 石列6

15 石列7
黄

直上に石列14がある。

金
16 石列8 黄金御殿の西端を成す基礎石。 南殿 ・北殿 「STW3」

御

17 石列9
殿

下屈追構。南側に面を持つ。 15c頃～

18 石列11 石秋み8と一連の追構である可能性がある。

19 石列12 石積み7と一連の辿構である可能性がある。

20 石列13 東端は石列12の褪込め石に接する。

21 石列14 石列7の直上にある。

22 石列15

23 石列16

24 階段1 左腋門から黄金御殿へと至るときに上る階段。 南殿 ・北殿 「STW3」

25 建物跡1 コンクリート使用 近 ・現代

26 トレンチ1 黄金御殿地区の下府を調ぺるために設定。

27 トレンチ5 黄金御殿地区の下唇を調べるために設定。

28 トレンチ8
撹乱部分を利用し、黄金御殿地区の下庖を調べるため
に設定。

29 溝1 旧琉球大学時代の水道管埋設溝．
1950~ 
1984年均

30 溝2 石灰岩を用いている。西側は溝4につながる。

-18 -
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第 3表首里城跡黄金御殿地区遺構等一覧

名称 小地区 構造・用途など 時期 過去の調査歴

31 泄4
黄

瑚を川いている。東側は溝2につながる。 南比 ・北殿「SWP6」金

32 石敷きl
御

二階殿「西SBl」殿

33 石組み3 四方を石積みで囲む。 18c頃～か

34 石敷き2 広範囲に敷かれる。溝3の蓋石を兼ねる。 18c後半頃か

35 石禎み1 禎み直し後の石栢み6に取り付く。

36 石禎み2 石禎み6に連続する。

37 伍柏み3 束端は溝3の側石を兼ねる。

38 石柏み4 二陛殿

39 石栢み5 石柏み6に接する。 二階殿

40 石積み6 L字形に走る。積み直しが確認できる。 二階殿

41 イi柏み9 礎石跡3~5に接する。

42 石積み10 下lei辿構。伍敷き2に埋め殺されている。 18c後半煩～

43 石ダ1)4 ~l9c頃

44 階段2 南殿 ・北殿「STW4」

45 礎石跡l 近 18c後半頃か

46 礎伍跡2 >L1>I 1 18c後半頃か

47 礎石跡3 詰 石敷き2の石灰府が浅くくぽむ。 18c後半頃か

48 礎石跡4 所 砂岩製の礎石が残る。 18c後半頃か

49 礎石跡5 砂岩製の礎石が残る。 l8c後半煩か

50 礎石跡6 石灰岩製の礎石が残る。 18c後半頃か

51 礎石跡7 石灰府製の礎石が残る。 18c後半頃か

52 礎石跡8 砂岩製の礎石が残る。他の礎伍跡に比べ、位骰が低
"'I&後半碩かしヽ。

53 礎石跡9 18c後半頃か

54 溝3 石灰岩を川いている。北側で溝5につながる。 ~1945年頃

55 溝5 石灰岩を用いている。酉側で溝5につながる。 二餡殿「SDI」

56 トレンチ2 石積み9を検出する際に設定。

57 トレンチ3 石栢み3の下部構造を調べるために設定。

58 トレンチ4 近料＇諮所地区の下 IMを調べるために設定。

59 トレンチ6 礎石跡のイI無を凋ぺるために設定。

60 トレンチ7 石組み3の下JMを調ぺるために設定。
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第4章遺構と遺物
今回の発掘調企では調査面積が広範囲に及び、検出された追構も多岐にわたっている。そこでかつて

存任した首里城の建造物の位四をもとに、調査区を東側から寄満地区 ・黄金御殿地区 ・近習詰所地区と

3つの小地区に分け、第 1,..._ 3節で各小地区の追構を報告する。

疇
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也
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一図版 13
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第 1節 寄満地区の遺構と遺物

調査区束側、 A~D-2~4グリッドにあたる。 C'-2グリッドでは、琉球石灰岩の岩盤が検出され、

その表而は火を受けて橙色に変色している。岩盤は北西側に向かって下がっており、 B・C-3グリッ

ドでは、石灰岩小礫を多く含む賠褐色上が堆積していた。

A-3グリッドでは、地山の赤褐色士部分まで撹乱が及んでいた。赤褐色 1-.:の表面で、 7品のピット

を検出した。平面形態や規校は様々で、規則的な配列も見られない。

今回の調介では、寄満に1具lする追構は検出されなかった。

413 

／ 
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,--― 口ット 1

◎f 
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B ゜
r,  

゜
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第 7図 寄満地区北側平面図（縮尺 1/40)
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図版 14 寄満地区北側
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第 8図 寄満地区平面図（縮尺 1/40)
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図版 15 寄満地区（西から）

、てヽ·-~ →ヽ
図版 16 寄満地区（北西から）
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第 2節 黄金御殿地区の遺構と遺物

調査区中央、 I3~E-4~7グリッドにあたる。約 lmの厄さで堆禎していた客土を豆機で取り除く

と、北側では礫交じりの黄褐色土が、西側では砂が現れた。これらは正殿や南殿を調査した際の埋め戻

土や保護砂である。これらについては、今回検出する追構とのつながりを確認するために除去した。

他の部分については撹乱屈と考えられる暗褐色上が堆桔しており、この暗褐色土を掘り下げていくと、

次々と遣構が現れた。

追構については、機能や時期などから以下のように大別できる。

①黄金御殿地区の地盤かさ上げに関する遺構（下居追構）

石和み7・8など

②黄金御殿を直接構成する建物基礎、排水辿構

石列8、階段 1、溝2・4、石組み 1・2など

③黄金御殿が取り壊された後の追構

建物跡 1、溝 1

寄満地区と同様に石灰岩の岩盤は北西に向かって低くなっており、この高低差をなくすために地盤の

かさ上げ工事が行われたようである。出七迫物によると、かさ上げ工事は 15世紀頃以降におこなわれ

たと考えられる。

図版 17 黄金御殿地区全景（南から）

-26 -



図版 18
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1 石組み 1 (C-6グリッド 第 9~ 131::<f 図版 19........ 23・116 ~ 118) 

四方を石禎みで囲い、底部に石を敷いた辿構である。平面形態は正Jj形で、 1辺の長さは内側 1.2rn 

である。石積み上部は破壊されており最邸で邸さ 0.7mが残っている

石禎みは束墜は布積みで、そのほかは相}j柏みであるが、相方積み部分の石同士の隙間が目立つ。西

墜については、手前にも石禎みがあり、二1(構造となっている。底部は凹凸が1心立ち、石同士の隙間も

大きい。

全体的に石の表面には黒色の付杓物のようなものが兄られる。また石組み内には大小の石灰岩が多く

見られた

このような構造を持った伍組みは、首里城の正殿地区においても検出されており、用途は不BJjである

が、「浸透枡ではないか」という意見が聞き取り調森によって得られた。

■ …黒色付沿物 ・・・橙色

lm 

第 9図石組み 1平面図（縮尺 1/40)

あ
El-127 800n 

う
EL・12780(論

あ‘

北壁

-, -っ A
El 117以lOIII

し‘
EL=l27 800n 

Lヽ'

東壁

え ’ 

南壁 西壁

第 10図石組み 1 立面図（縮尺 1/40)

お
fl;J27如

お‘ a 
Ela 127. S00. a

 

b 
El=127 800I 

b' 

南北 東西

第 11図石組み 1内土恩図

（縮尺 1/40)

第 12図石組み 1 断面図（縮尺 1/40)

凶番号IWiJf 色閣 t1厚さ(cm) 七買 ・混入物

粘,~で炭を多く含む。

粘位で炭を少し、焼上を多く含む。

備名`

11 廿2 褐色

10YR4/1 I 4 

7.5YR4、3 8-21 
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-... 
図版 20 石組み 1検出途中状況（北から）
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図版 23 石組み 7 (南から）
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第 13図 石組み1 出土遺物
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2 石組み2 (C-6グリッド第 14~ 18図図版 24~ 26・119 ,..__, 123) 

四方を石秘みで囲った遺構である。石組み 1と違い底面に石は敷かれていない。平面形態は正方形と

考えられ、 一辺の長さは内側で 1.1mである。石積みは最高で高さ 1.2mが残っている。

石租みは相方租みで、石同士の隙間が大きい。石租みの四隅については、隣り合う石積みと交互に石

をかみ合わせ租んでいる。

石組み内の上部には石灰岩が多く堆粕していた。また各石租みの標高 127m付近には、帯状に黒色付

貯物が見られた。

-<7z 

C 
EL=127. 800.. c

 

d 
EL=127. 800m 

d' 

゜
lm 

第 14図石組み 2 平面図

南北

第 15図石組み 2 断面図

東西

黒色付杵物

か
C 

EL=127. ! 如

:' I 

か＇き
EL=127. 8ゆ

d' 

き‘

I 

北壁

I 

東壁

＜ — C 
EL=127. 8匹 I

(' け-―EL=127. 800m d 

I 

け'

I 

南壁 西壁

第 16図石組み2 立面図

圏番号 屈序 色調 倍原さ(cm) 土質 ・混入物 備考

16 
1 黒褐色 10YR3/2 16-28 

粘質で被熱した石、木炭、石灰岩小礫を含

む。上面に赤褐色粘土（焼土 ？）を含む。

2 礫屈．

3 暗褐色 -15 粘質土。

4 黄褐色 2.5Y5/4 10-16 粘質で灰色瓦、染付を含む。

5 暗褐色 10YR3/3 12-18 粘質土。

6 黒褐色 10YR3/2 4-8 粘質で4前後の石灰岩礫を多く含む。
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図版 25 （西から）
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図版 26 石組み 2南壁（北から）
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第 18図 石組み 2出土遺物 (2)
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3 石組み4 (C-6グリッド第 19図図版27)

二方を石列で囲った追構である 北側は後世の投乱によって破壊されている。他の石組みに比べ規校
が小さく 、底1(tiに石は敷かれていない6

a
 

ー
-<7z 三

゜
lm 

疇
第 19図石組み4平面図

図版 27 石組み4 (北東から）

4 石組み 5 (C-5グリッド第 20~ 2-t 図図版 ~8~ 30・l2↓ ~ 126) 
-::_fjを石伯みで囲った追構である 北側は後世の投乱によって破壊されているため、石積みかあった

かは不明である。また底,mにはイiが放かれている。内側の長さは南北で3m以七、束西で lm、残存邸
は 1.1mである

石栢みは相）j栢みで、石組み 1・2に比べ{j[μJtの隙1111が小さく緻密な印依を受ける
(i糾み5の西咽にH.11すると、!ti端から北に 1.3111の所に、縦11地が辿っていることが確認できる。

この縦目地の両側で禎まれている石を比較すると、北側の石の）jがやや大きく、布柏み風である。同様
に石組5の底血にも西収と同じように目地が通っており、東吠にもそれらしきものがある。これらのこ
とから、石糾み5はある時期に改変された11J能性がある。
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第 20図石組み5 平面図

e 
EL="7. 9知

7-
東西①

f 
EL=l27_ 9ゆ

南北

1~JLf 
第 21図 石 組 み 5 断面図

~ 

EL=127 9ゆ

f' 

e
 

ず―-~へ~~

東西②
g 
EL=127. 如 g

 

東壁

lm 

すす‘
EL=127. 900n 

し f EL=127. 900n 
、 西壁
I 

石組み内土層図

第 22図 石組み 5 立面図・土層図

じ ささ9

EL=127. 9知

亭
南壁

図番号 屑序 色調 倍序さ(cm) 上閃 ・混入物 備考

22 1 褐色 10YR4/4 6-14 
砂質で締まりが弱い。瓦や褐釉陶器を僅
かに含むがカ・うスも含む。小礫を多く含む。

2 黒褐色 10YR3/l 4-14 泥質で瓦、縛、炭が佃かに含まれる。

3 鈍い黄褐色 10YR4/3 3-9 
砂質で僅かに炭、 サン］• 石を含む。
がうスも含まれる。

4 灰白色 2.5Y8/2 5-18 石灰費でサンゴを多く含む。

5 黒褐色 10YR2/2 8-15 
泥質で炭、瓦、小さなサ;]・石を多く含む。

偲かにがうスも含む。

6 黒褐色 10YR2/2 8-20 炭を多く含む。がうス、サンゴ石は少似．

7 鈍い黄橙色 10YR7/3 2-8 石灰質で締まりが弱い。
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図版 30 石組み5 (北から）
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第 23図 石組み 5出土遺物 (1)
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第 24図石 組 み 5出土遺物 (2)
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5 石積み 7 (D-7グリッド第48図図版 32・33・127~ 129) 
東側に面を持ち、南北に走る石積みである。長さ 60cm前後の切石を布積みしており、石栢み8と面

を合わせている。根石は石灰岩の岩盤もしくは赤七の地山の上に和まれている。各石の上面が水平に整

形されていることから布秘みと考えられる。石列 12と同一の追構である可能性があるが、方向が若下

ずれる。

6 石積み 8 (C • D-7 グリッド第 25 · 48 図図版 31~ 32 • 127 ~ 129) 

西側に面を持ち、南北方向に走る石積みである。北端は後世の造成工事で破壊されている。南側は溝

4の下部を横切り、さらに南へと伸びている。石積みの構造は石秘み 7と同じである。石列 11と同一

の遺構である可能性があるが、方向が若干ずれる。

石租み 7・8の裏側には、厚さ lm以上の石灰岩礫附が堆積していることが溝 1等の壁面で確認できる。

この礫府は、地盤をかさ上げするために行われた造成工ボの屈であり、石積み7・8は礫罰を留めるた

めに禎まれたと考えられる。しかしこのような石積みが互いに面を合わせていることについては、エ法

の一つであるのか、時期差であるのか、さらに別の理由であるのかは不明である。

せサ＇
EL=128. 000n 

石積み 8

0 lm 

第 25図 石積み8 東壁立面区l

oc 
（北西から）
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図版 32 石積み 7・8 (東から）

図版 33
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7 石積み 11 (C-4グリッド第 26......,zs図 屈 版 34・130)

南・束側に面を持つ L字形の石梢みである。中廿ガ積みで2段分が残っている。

西壁

た‘

lm 

第 26図石積み 11 平面図

0-R-0 
286 

北壁

そ
EL:127 900m 

そ‘

第 27図 石積み 11 立面図

(:;((番り討n: 色潤 IMrJさ(cm) I: 四 ・混人物

27 l 県褐色？ 2-9 

褐色 2-13 粘''11:.

賠褐色 12-22 粘買で亦 I:・炭を含む。

~ 
屯
K.,`

 

ll Sen・ 
rT--T 1 

288 
103 

第 28図石栢み 11 出土遺物

図版 34 石積み 11
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8 石積み 12 (B・ C-4グリッド第 29・30図 図 版 35)

西側に面を持ち、南北に走る石桔みである。岩盤の上に積まれており、2~3段分が残っている。

ち
EL=127 900. 

ち'

第 30図 石 積 み 12 東壁立面図

。
lm 

第 29図石積み 12 平面図

図版 35 石積み 12(北西から）
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9 石列 2 (D --5グリッド第ヽ16図）

南側にl面を持ち、火西に走る石積みである。切石2;点のみの検出のため、不明な点が多い。

10 石列 3 (B-4・5グリノド 第 31~ 34 1~1 [::<IJ版36・132)
北側に面を杓ち、東西に,Lる石柏みである。西端は{1:rJlみ．）に取り付き、イiは品ド段しか残っていない。

C
-
B
 

4 1 5 

゜
lm 

-
V／
ィ

N

第 31図石列 3 平面図
h' 

っ I 
EL-127 8知 つ‘ h h' 一 EL127 8ゆ

「-
. . . 
I I —EL 127 8ゆー

~ 
9

、A
'第 32図石列 3 南壁立面図

第 33図石列 3 断面図

L4沿け fcl ,r- 色団 屈rに（叩l ':1 . 琵I、~., 釦Z
:11 

I 飩．ヽ 貨褐色 I OYl<4, :3 5 16 
砂nで追1りなし。汲を少し．小粕を
多く介む．

2 1(1褐色 IO¥'R314 、I2,1 泥nで遺物などは含まない，

~ 褐色 7ふYR4,6 10 22 
恥nで混人物はなし Iii々 2llのN[j
褐色がi出ざる．

2 IS JI(',.:~i/1ifJ 
第 34図 石列 3 南壁下部土層図（南側）

図版 36

. -~ 
≪ ヽヽ・. ~· . 、.., 、.、
（北西から）
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11 石列 5 (B-4・5グリッド第 35,.._,37図図版 37,..._, 39・133) 

北側に面を持ち、石組み 1をはさんで東西に走る石積みである。東端は石組み 5に取り付き、西端は

石租み8に取り付く。石組みの東側と西側とでは、使われている石の大きさに差異があることから、個

別の迫棉として取り扱う必要があるが、ここではまとめて報告した。

第 35図石列5 平面図

]
 

/、
'
4
 

P
`
i
 

ヽ

第 36図 石 列 5 南壁立面図

三 719 
竺

36 

色調 層PJさ(cm)

賠褐色 I 7.5YR3/3 I 6-1 I ， 
第 37図 石列 5 出土遺物

2 I鈍い凶褐色 II OYR5/4 I 8-10 

上貫・混入物

糾質で炭 ，Ji.瓦、被熟した石灰む礫焼ヤ．を

含む．

砂日で5111前後の石灰治礫、褐釉園器、 -. 枚貝，
切り貝を含む。11111以ドの砂粒を多く含む．

闘

反Ii,k 

. 
石列 5 (北西から）

唱
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図版 39 石列 5 (北から）

49 



12 石列 6 (B-3グリッド第 29図図版40・131)

束西に走る石列で、面ははっきりしない。

13 石列 7 (B-3グリッド 第 29区1 図版 40・131)

南北に走る石列で、直上に石列 14がある。

図版 40 石積み 12、石列 6・7・14・16(北から）

14 石列8 (D-7グリッド第42・43図固版43・44・134・135)

西側に面を持ち、南北に走る石積みである。黄金御殿建物の西端に相当すると考えられ、湖4の上を

横切り、階段 lに接して造られている。石は丁寧に加工され、熱を受けたためか橙色に変色している部

分がある。
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15 石列 9(C 4ーグ リッ ド第 38.......,40図図版 67)

南側に面を持ち、束西に走る石柏みである。東側は石梢み8にぶつかり、西側は破壊されている。最

下段部分だけが残っている。

第 38図石列9 平面区l

Z
/
Jこ

な
El=127 400. 

な‘

第 39図石列 9 北壁立面図

□) -~ 
'-- 、I21 

¥'t_ :"": ロ』
＼ 

ヽ
ヽ

0 な Ill

r ~ t 

6 

第 40図石列 9 出土遠物

16 石列 11 (E-7グリッド第 6悩悩版 41)

西側に面を持ち、南北に走る右積みである。石列 12と面を合わせて並んでいる。石の大きさや構造

から、石栢み8と同辿構である可能性がある。

17 石列 12(E -7グリッド第 6図屈版 41)

東側側に面を持ち、南北に走る石栢みである。石列 11と面を合わせて並んでいる。石の大きさや構

造から、石禎み7と同一追構である可能性がある。

18 石列 13(E -7グリッド第 6図図版 41)

南側に面を持ち、束西に走る石秘みである。

ヽ

石列 12

--'、図版41 石列 11~13(北西から）
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第 41図石列 11~ 13周辺出土遺物

19 石列 14 (B・C-4グリッド第 29図図版40・131)

心列7の上にあり、南北に走る伝積みである。面ははっきりしない。

20 石列 15 (D-6グリッド第 6図医版42)

南北に走る石列で、面ははっきりしない。

21 石列 16 (C -4グリッド第 29図図版40)

南北に走る石列で、面ははっきりしない。

図版 42 石列 15(南東から）
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22 階段 1 (D -7・8クリッド 第 42 · 1:~ 図 !'XI版 43・44・1:34・1:35)
御庭から貨金御殿へと Lる陪段である。この附段を上りさったところは「暗シン御門 ・「左腋門」と

呼ばれる。切石を用いており、南煎は残っていない 束端には石ダ118が接している。
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Z
/
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゜
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,-、-EL 128 000. 

に＂

東壁

ぬ
EL-・128 000,, 
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ぬ‘ にに'
ーEl•128~-

[l 
北壁 南北

第 42図階段 1 平面図 第 43図 階段 1 立面 ・断面図

図版43 階段 1 石列 8 (東から）

-f1:3 -



nし
__ :.:... -, ふ

l!!lili 

＇` 霞墨

『9

” E
-

•• I 
ヽ

図版44 階段 1 石列 8 (西から）
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23 建物跡 1 (C ~ E -4 ~ 6グリッド 筍 6 · 11~471':1..I l:;<J)版LI・45~ 50・136 ~ 141) 
幅 60cm程の溝を掘り、そこに冷大ほどの{j灰府礫を放さ、コンクリートを流し込んで建物）出礎が造

られた建物で、沖縄戦後のものとわえられる 建物跡のH.'f:1面を観寮した結果、 C~E -1~6グリッド
において褐釉陶器やH磁などの辿物を多く含む黒褐色tが堆積していることがわかった。

ね - ___, つ―-- - ね'EL-127 800o 

3 ↑ 

建物蹄 1の構
0 Im 

第 44図建物跡 1 西壁土層図

〇信 08/
◎二" 1三

も合26~合: 、ミニニコと

J
`
 

,r
 

o 1 om, 
172 L.L一-

第 45図建物跡 1 出土遺物

図版45 建物跡 1 土層推積状況（西から）
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図版46 建物跡 1 (北東から）
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図版 47 建物跡 1 (北から）

図版49

., 
~ 

図版 50 建物跡 1 (南西から）
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24 溝 1 (D -3 ~ 7グリッド第 6・48図 ・49図図版5・51"-'54・1-12"-'l-l-l)
旧琉球大学時代の水迫管埋設溝である。溝は岩盤まで達しておりその壁面を観察した結果、竹里城の

長い歴史を物語る幾居もの土層を確認した。

は
El• 127匹 南壁① (D-4・5) は”

El-127. 90畑
ひ 北壁① (D-6) ひ‘ k 

El=127貨1011
k' 

南北断面図

、'.)ヽ
El=l27如 南壁② (D-6・7) 

-. 
ふヽ

石積み7

ヘ
El• I 27. 9ゆ 北壁② (D-6・7) ヘ

石積み7

第 48図溝 1 土層図 ・断面図
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図1frけ H序 色逍 1!19さ(cml l:'!t・ 混人物 仰月

<t8 rM!'.l' I が1-7黒色 ~Y3 2 2 27 枯買 I:で赤色瓦．貝類を含む．
M1Waiをtく含む．

2 淡＆色 2.5YR 3 2 11 謂物なし心稟11111こ!!.¥色 1が人る． (i灰~J爬Ill.

3 灰れ1•7 色 5YI 2 6・25 枯nでよく締まる．遣物はなく、 6灰nの,1ヽI',・、nに介色のfifk'i'l綬が3まれる

介；褐色 5YR・18
.j ＋ 216 粘nでよく締まる.#・:.iiの・色が糾じl),n,I'(!-. rt訊炭を含む命

.'!'. 色 5¥'Rl.711 

5 焦色 SYRl.7'1 24 44 
帖買でよく縞よる./lil'!l:kとめの(;灰料ほを多く含む．多くの!l~の他．存磁．鳩輪閾
芯.,/j. 色l芯を含む．

介褐色 5YR・1'8 
6 • ＋ 8・15 枯日でよく糾まる．ヽ11!1とr,甘.itは見られない．

JI.'. 色 5YRl.7'1 

8 赤褐色 SYR I 8 5 :l5 
枯れでよく締まる．遺物なし．

地山．徴昼に黒色I;を含む．島尻マージ．

48・ 北咽I I 鋳い凶褐色 IOYR5';j 6 !) 砂貿L
2 褐色 IOYR~ ・I 16-28 砂質,-.

3 黒褐色 JOYR3 I 25 砂買． iえ削．

4 鈍い苫褐色 10¥"Rl 3 1 11 砂'llj_,
5 沌い貨ほ色 IOY1<614 ~10 砂質十．．

6 褐色 IOYR~ ・I ~ 粘f!t、‘

7 沌い:l.11l色 IOYR7 4 25 紗'('ft。 コー7/けM.
8 介褐色 7.3YR~I 2・11 粘質で炭を含む．， 褐色 IOYRI I 3 10 粘買で砂杓を含む．

10 純い＆褐色 10¥'R,t 3 7 13 帖口で砂t!,を含む．

II 灰漬褐色 IOYR-t 2 2 12 帖行で砂粒.; えをftむ・
12 ,1渇色 IOYR3'l 26 t',llで砂t~を含むe 炭柑、

13 '"'渇色 WR4'6 10-~0 帖買で炭を含む占

l•I 褐色 7.5YR・1'4 3 19 帖質で砂拉.G灰観を含む．

lfi 純い介9褐色 oYRl 4 ~)~ 粘団で砂t!L、iえを含む、

16 褐灰色 5¥'R4 I 3 16 帖rtで./t--f..炭を含む．

48北1¥t!2 I 純い＆褐色 10¥'R5,・1 28 砂旧

~ 凶褐色 JOYR5 6 ll 18 砂凶 筍18~,ii唸l'の2柑か．

48 1ti収'21 ;{ 65 12~ すさ,~1にやや焦つぼい21;,lが入っている，
6灰'<'I礫肘

<l'l48図I~堕o,の2fdか．

~ 、か褐色 2.5Y1 o n 帖買で褐柚臼芯、木炭．債を少し含む．
主に5悩から成る造成J:.
:~,48図由堕ii'の611'1か．

5 -~'褐色 2.5Y・1 6 H6  帖'Cl.I: 地111.第48図南＇し~-1のBM,

6 i,'i褐色 IOYR:!.'3 20-28 
粘れで石灰内小茂を多く含む．
褐紬凶芯を含む．

7 赤褐色 5YR I 6 6-21 ↑ i,'I'(で』，,..大のfj灰:#It.鈍い＆粘色帖買 l:OOYRIl:llを多く含む．

図版 51 溝 1 北壁（南西から）
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図版 52 溝 1 南壁（北西から）

図版 53 溝 1 北壁（南から）
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25 溝2・溝4 (D-5~7グリッド第 50~ 55図図版 55~ 61・145 ~ 149) 

溝 2 は石灰府を使っており 、 溝 4 は地を使っている。'½初は別々の造構と杓え追構名も別としたが、

平成 17年度の調査においてD-6グリッド部分で両者がつながり、 一連の逍構であることが判明した。

溝 4については底部と南喉は残っているが、北側については穀壊されている。南躯に使われている埓

には、隣り合う地とのP伯みあわせを良くするためのL字形の段が付けられている。

間き取り濶介によると、戦前溝4については見ることが出来ず、石が敷かれた通路であったとのこ と

であった。この通路とは賠シン御llf)から黄金御殿の中を通り抜けて凶金御骰の南側に出る通路であった

と考えられる。そして当時洲4は、この通銘のドに暗渠として存在していたと杓えられる。
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第 53図 溝4 土層図

1'4 lfi l; fcll(- 色糾 lヽ五ぷcml L-rl・tn¥人物

5:l眉I I 純い/Ii褐色 IOYR I'3 2・1 砧'(.(で1-L・fjl火'Nl'tを含む．
I・1.2 

砂nで3111111前後の木汲、 Imm以ドの砂粒を:l 灰凶褐色 IOYR;;・2 6 17 
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第 55図溝2 西壁立面図
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26 トレンチ 1 (D・E -7グリッド第 6・56・57図 図版62)

D・ Eグリッ ドの下阿を確認するために設定した。堀り下げを開始して間もなく石灰岩の礫が大位に

出土した。これらの石灰岩は黄金御殿地区で行われた造成工事の跡と考えられる。このような造成の跡

は、 トレンチ8や溝1でも確認されており、広範囲に及んでいることがわかる。

め
EL=l28. 000. 

め'

。
lm 

第 56図 トレンチ 1 東壁土厖図

n”I 

□

7
 

、こ ／
23 

戸
尻
2222

◎
 /~ 三二土図、、

87 ? I I ・ 吋m

第 57図 トレンチ 1 出土遺物

図番号 貯序 色調 屑阻さ(cm) 土質 ・混入物 備考

56 1 灰黄褐色 10YR4/2 4-16 粘質土。

2 褐色 10YR4/4 4-20 第48図北壁②の2屑。

3 4-30? 石灰岩大礫、ヤJり貝を含む。
すき間に 2階が入る。石灰岩
礫屈。第48固北壁②の3厨。

図版 62 トレンチ 1東壁（北西から）
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27 トレンチ 5 (C・D -5グリッド 第 58,..__,60図 図版 63・(54・150・151)
C・D-5グリットの卜いを確品するために設定した。

~N 

も
El~128 0(心

も'

゜
lm 

第 58図 トレンチ 5 平面区］ 第 59図 トレンチ 5 西壁土層図

図番¥} 府n: 色調 附Iりさ(cm) :l:'C'l・混人物 f1iii考
59 1 黒褐色 IOYI~U2 訟 枯'l'l・I:. 建物蹄 lの追成t。

2 賠褐色 lOYin :3 r,).~ ' 粘'Crで染付、赤.l:Lを含む。
「暗褐色 t」で追物を取り上げ
た討。第·l8(~1Y-111だ①の l l¥'i。

:~ 褐灰色 IOYR4/1 814 砂買で炭を多fitに含む
赤褐色粘'c'lI: を少し含む，

｝ヽ 褐色 IOYR I !i ' ... ) ,. ,) 枯nで6灰府,,ヽ尺をやや名く含む．

枯団で，¥':i尻系瓦、褐+lhl淘樅
5 黒褐色 I OYR:~2 81ヽI を含む。{1/火府小究、赤褐色 第48t・x1,悧壁(I)の51M。

祐 I:<地II I)を少：I{含む。
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図版63 トレンチ5内 遺物出土状況（南から）
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28 トレンチ8 (C -6・7グリッド第 6・61・62図 図版65,....,,68・152,....,,155)

旧琉球大学時代の溝の壁面等を消掃し、七附堆栢状況等の観察を行っ た。その結果、黄金御殿地区で

行われた造成工事の跡や、石列などの迫構を確認した。また、 14・15世紀頃の土囲と考え られる 15屈

か らは、多依の炭とともに行銅滓と考えられる資料や、熔着した銭貨が出土していることか ら、城内で

金属製品を生産していたことがうかがえる。

南壁

や＇
EL=¥27. 5ゆ

ゆ
・・--

東壁①

゜

ゆ鼻

2m 

ょ ょ‘
El=127 5知

ら
EL=l 27. 500. 

ヽ
ら`

東壁②

第 61図 トレンチ 8 土層図 北壁

図番号 腔序 色調 屑匝さ(cm) 土質 ・混入物 備考

61—南 1 鈍い鼓褐色 10YR4/3 12-22 砂質で赤瓦、木炭を含む。

壁 ・束 2 灰黄褐色 10YR6/2 6-10 砂質で石灰岩礫を含む。

壁② ・ 3 黒褐色 10YR3/2 10-28 粘質で赤褐色粘土、炭を含む。
北堅 4 明黄褐色 10YR7/6 20 砂礫府。

5 褐色 7.5YR4/3 4 砂質土。 第48図北壁②の1屈。

6 黄褐色 10-16 砂質土。

7 2 炭庖。

8 30 30cm前後の石灰岩を含む。
石灰岩礫屈
第48図北壁②の3屈。， 6-21 8・10・11屈の互胴。

10 鈍い黄褐色 10YR5/3 2-7 
砂質で炭を多く含む。
貝類、褐釉陶器を含む。

11 黄橙色 10YR7/8 4-6 砂礫土。

12 灰r勺色 10YR8/2 2 
13府と互府を成す。
石粉 ・礫層。

13 黄褐色 2.5Y5/3 4-12 砂阿十＿。

14 鈍い凶褐色 10YR4/3 2-6 砂質士。

砂質で炭を多砿に含む。 f"r銅滓片、

15 黒褐色 2.5Y3/2 4-8 褐釉陶器、貨磁、石灰岩礫（被然したも
のあり）を含む。

16 明黄褐色 10YR7/6 ？ 
砂礫屈。

61甘[ 砂質で5mm前後の石灰岩礫、褐釉陶器、
壁① 2 鈍い黄褐色 10YR5/4 6-16 二枚貝、ヤ］り貝を含む。 1mm以下の砂粒 第36図の2屈。

を多く含む。

粘質で炭、被然した石灰岩礫を含む。
3 明赤褐色 5YR5/6 6 18 下位に1mm以下の砂粒を含んだ灰黄褐 第36図の1屈と

色上(lOYR5/2)を含む。 同一か？
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図版66 トレンチ 8 (北西から）
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南壁（北から）
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29石敷き 1 (D-3グリッド 第 6図）

黄金御殿と一．階殿との間にあった、石敷きの道路である。石敷きの下には陶磁器を人ー店に含んだ造成
土が確認できた。このイi敷き 1は、平成 9年度の二階殿地区発掘調杏で検出された「西 SB1」と同一
の追構である。
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第 3節 近習詰所地区の遺構と遺物

調杏l人．．南西部、 F・G-7・8グリ ッドにあたる 屯機で辿成土を除士すると、 llりもなく礎石跨やイi
敷きなとの追構が現れた。平成 1.)年度の段階では屯氣ケーブルとそれを保必するコンクリートが設ii't
されたままであったが、平成 17年度でこれらを撤1、し追構のつながりを確誌したV

他の地区と1,1]様に{jf火府の店仰は北西に向けて低くなっており、その高低泊をなくすための辿成J:・Ji 
が行われたと杓えられるそうしてできた‘ド坦l面に礎石を附き、 J?jjりに石を敷いている状況が確認でき
た。

出,-.追物によると 18111紀後半煩に石敷き 2とこれに伴う礎石がii'tかれたと杓えられる。

図版 69近習詰所地区 （東から）
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石組み 3 (E・F -8グリ ッド第 63~ 67図図版 70~ 73・157 ~ 159) 
四方を石栢みで囲んだ追構である。平面形態は長方形で内側の長さは東西で 1.5m、南北で 0.9mで

ある。石和みは高さ 60cmが残っている。石租みは野面風の相方積みで、 二重構造のような形態である。

南西部は破壊されており、砂岩製の礎石が検出された。

石組みの北側半分については、追構検出時に保護砂や写真測飛のターゲットが確認されたことから、

過去に調査されていたことが分かった。

石組みの底部に対しトレンチ7を設定し掘り下げを行ったが、 石敷き等は検出されなかった。

北壁

り'

lm 

第 63図石組み 3 平面図

東壁

るる'
El=127. 匹

日
南壁

／
 

n
ン
ク
リ
ー
ト

西壁

北壁（外面）

第 64図 石組み 3 立面図

n n 

゜ ゜
ヽ

EL=127 800m EL=127. 800no 

•• 「
＼ .,. 

東西

南北 第 65図 石組み 3 断面図

二第66図石組み 3 出土遺物

で1屈：に『ば悶
属nさ(cm)

2-12 

4 

土質 ・混入牧

3 I県褐色 7.5YR3/2 3
 

粘質で石灰岩,1ヽ礫を含む．

粘門で炭を多蘊に含む。焼土？を少鯰
含む．

O 5cm 
I, I I I I I 
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図版 70 石組み3 検出途中状況（東から）

図版 71 石組み 3内 土層堆積状況（北東から）
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図版 72 石組み 3
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図版73 石組み3 (南から）
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第 67図 トレンチ 7

2 石敷き 2 (F 7・8グリット第 68・69図 図版74・75)
北錨を石柏み3、I対端を{iWみ 9、束端を岩位に囲まれた範[lりにある{i敷きである

状の石灰岩は大小様々で、溝 3が通る部分は溝の益を兼ねている

一▽

。

一▽
125 

出土遺物

III 

ここ二： / ,'] 

口ーデ
I 
三

0 3cm ― 
使われている板

lf 
148 

lOc・m 
會~ ャー ・

第 68図 石敷き 2出土遺物

，
 ~
 

..、ヽ‘”， 

．
』

ヽ

図版74 石敷き 2と礎石（北東から）
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... 粘 t

゜
2m 

第 69図 近習詰所地区北側平面図

3 石積み 1 (G -7・8グリッド第 70・71・74図 図版75---..,73・161・163・164)
北側に面を持ち、束西方向に走る石禎みである。束側は石禎み6にぷつかり、西側は階段2付近まで

延びている。天端は残っておらず、根石は確認していない。すぐ後）］には石灰店の岩盤が確認できる。

石~ーEl-128 ZOO._ . 四盤

t 
を'

第 70図石積み 1 南壁立面図

亡＝プ Q―こ
224 □ :R 

第 71図石積み 1 出土遺物

゜
5cm 

-85 -



4 石積み2 (G -7・8グリッド第 72-74図 図版76-78・160,....,164)

北側に面を持ち、束西力向に走る相方和みの石積みである。束側は石禎み6と一体となる。

ん
EL~l28 叩

ん'

…凩色付沿物

第 72図 石積み2 南壁立面図
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第 73図 石積み2 出土遺物

図版76 石積み 1・2 (西から）
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図版 77 石積み 1・2・9
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5 石積み 3 (F -7グリッド第 74・75I図図版 79)

南側に面を持ち、束西方向に走る布積みの石積みである。束端は溝3の側壁を成している。検出当初

は 1段の石列かと思われたが、 トレンチ 3を設定して掘り下げた結果、複数段の石禎みであることが判

明した。天端は残っているようであるが、西端は整っていない。また石禎み3の前面を覆っている士の

Kに近判詰所の礎石跡があることから、石栢み3が使われなくなったあと、近習点所の礎石が骰かれた

という変遷が想定できる。

ア
El•128 000. 

ア‘

.... .. ~)..( 
＼ 

...• 石積み 10 石積み 3。 lm 

第 75図石積み 3 北壁立面図

図番号 倍序 色調 H阻さ(cm) 土質 ・混入物 伽考

75 1 暗褐色 10YR3/3 12 粘質上。

2 明黄褐色 10YR7/6 12 ※第97図のl・2・3肘と同じ。

3 賠褐色 10YR3/3 4-10 粘質土。
(2/Hは砂礫府）

-

ょ―】

~ 躙
慶

＂ 図版 79 石積み3 (南から）

-90 -



石積み4 (F -7グリッド 第 6図）
曲側に面を持ち、南北に，Lるィi柏みである

る。

6
 

平成9年度の二陪穀地区発掘調1.i.で検出された追構であ

7 石積み5 (F・G -7グリッド 第 76・79l,<l 図版 80)
西側に面を持ち、南北方向に走る石柏みてある。 r~i端は石積み6 に接している。 il'itl\ した岩盤の I:に造られている。 rU方柏みで、北側と犬端は残っていない＂

蘊 一

r
 

ヽ

図版 80 石積み 5・6 （東から）
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8 石積み6 (G -7グリッド第 74・77・78・80図図版80・81・163)

北側・西側に面を持つ石和みである。北側の石梢みは、一部岩盤を利用しながら積んだ相方栢みで、

その下部は“積み 2と連続している。西側の石禎みは相方積みと布積みの部分があり、左右にはっきり

と分かれていることから、和み直しをした痕跡といえる。またこの石禎みの下部には石秘み 1が取り付

き、圃じく南側については近代以降に積まれた相方栢みの石栢みが接続している。

以 Kのような各追構の構造からその変遷を推測してみると、石積み2とそれに連続する石栢み6 (北

側部分）があり、石栢み2が廃稟され石積み6 (西側）が新たに造られ、石禎み 1が取り付く、という

流れになる。

イ
ElclJO IOC遍

第 76図石積み5 東壁立面区

第 78図 石積み6 東壁立面図

イ' ウ
E¥.-130 100. 

ウ‘

lm 

…黒色付行物 !¥-
I 

第 77図 石積み6 南壁立面図

:・・・・・・・、． 工 p p 
El=t30 tO(遍

q q'r  r 
El=lめ IOOI

tl• 130 IOOI 

第 79図 石積み5 東西断面図 ’ 南北 ！ 東西

第 80図石積み6 断面図
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図版 81 石積み6 (北から）

9 石積み9 (F・(; -7・8グリッド 第 7I・81 I火1 図版 83 · 84 ·1 6•1)
北側に[(Iiを片ち、東西に走る石栢みてある 束姑は{ii火兄Iの右証に取り付く。 この石柘みの北側に接

するようにして近背詰所の礎石が並んでいることから、礎{1 を ill<~祭、イ:i柏み 9を慈識して訊いたこと
が考えられる。
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第 81図石積み9 南壁立面図
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10 石積み 10(F -7グリッド第 69・82図図版83・84)

西側に面を持ち、南北に走る石和みである。北端は石積み 3に取り付く。石敷き 2に埋め殺されており、

南端は溝3の南側壁に取り付くようである。

力
EL:128 000. 

カ'

第 82図石 積 み 10 東壁立面図

図版 84 石積み 10(西から）
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1 1 石列4 (G-8・9グリッド 第 74・83 ,__, 86 [::<I 図版 85・86・165・166)
南側に血を持ち、束西に走る石柏みである。根石部分のみ残っている。石の形状から布禎みによる{j

栢みであったと考えられる。

F
-
6
 

9 I s F
-
G
 

Z
/
Jご

9 I s 

第 83図石列 4 平面図

キ
EL=128 200m 

キ'
ク

EL 128珈
ク‘

4}d) 
三ゞ てデ已

'. 

第 84図石列4 北壁立面回 第 85図石列4 南北立面図

図番号 ~-1n; 色，lj 即＇さ (cm) ・I: 質 ・混人物 備．． 杓

85 l 
橙色

50 I: と砂から成る 、,u氣ケー7)しJIU設II!;の客士．
（土の部分）

2 閉色 :rn 客 l:o
:{ 明凶褐色 :rn 粘質で瓦を多欣に含む。
4 必・褐色 58 砂買 砂陀土。 3府とf,;J--TMか？
:i 黒色 11 粘竹でがうス、瓦、炭を含む。
6 黒褐色 8 粘質 I:。
7 凶褐色 G 砂竹で{.1灰岩小伐を含む。 ｛汐1]4のドにも堆柏，
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I"‘..-t ヽ'-＇ 図版85 石列4検出途中状況（南から）

図版86 石列 4 (南から）
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1 2 階段2 (G-8グリッド第 74・87・88図図版87)

東側に向かってのぽる階段である。上り口には長方形の石を一枚四いてステップとしている。階段は

一部岩盤を整形して利用しながら造られている。南殿地区の調査の際に検出されていた迫構で、その際

の追構名称は「STW4」である。

ヶ
EL=128. 200. 

ケ' s 
El=128. 200. s

 

t t' 
El=l28. 200m 

~ 
東西

南北

゜
2m 

第 87図階段2 東壁立面図

第 88図 階 段2 断面図

｀ 

需
h ＼ ...... 

図版87 階段2 (北西から）
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1 3 礎石跡 1~9 (F-7・8グリッド第 69・89図図版 88,...,,, 92・167・168) 

近習詰所のものと考えられる礎石跡である。礎石跡4・5には細粒砂岩、礎石跡6には琉球石灰岩で

造られた礎石が残っている。束西2間、南北 2間で、 1間あたりの間隔は約 1.8mである。

礎石跡8はトレンチ 7を設定して掘り下げた既に検出したが、他の礎石に比べ位店が低く、原位閻を

保っていない可能性もあり問題が残る。

礎石跡4

: ,, 

礎石跡3

~i 

/
5
 

會
跡石

｝
 

，
 

｛
し

礎

礎石跡 3・4・5

u 
EL=128 4叫 u

 

コンクリー ト

礎石跡 5・6・8

〗/
」'

み組石卜
4
↓
 

チンレト
↑

V 
EL=128 400m ＞

 

コンクリー 1ヽ

2
 礎石跡 6・1

w 
EL=128 40! 漏 w

 

1一溝3
．． 

一l
I- -I 
トレンチ3

礎石跡 3・2 ゜
2m 

第 89図礎石跡 1~9断面区］

図番号 屈序 色調 肘原さ(cm) 土質・混入物 備考

89 1 黒褐色 10YR3/2 2-4 粘質で近現代磁器、カ・うス、赤瓦、沖施 礎石抜き取り後の客
（白化粧＋煤釉の大鉢）、漆喰含む。 tと考えられる。

2 暗褐色 10YR3/3 2 粘質で赤瓦、黒瓦、沖施（按瓶の取っ
手）を含む。橙色粘 tを少し含む。
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礎石跡 1

礎石跡 9
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園
図版 89 礎石跡4 (東から）

図版 90 礎石跡6 (北から）
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~ 

n 
図版 92 礎石跡4検出作業状況（北から）

1 4 溝 3 (F-7・8グリッド第69・90,.__,93図図版9:3~ 97・169 ~ 175) 
底部とj1l1J側限を{iでl#Iった消であり、西側部分はイii火府の益をかぶせている。渦1村のイ」の11地には、

橙色でシルト質の十．が人り込んでいる部分が放f; I祈て確品でさた。 この tについては•部をサンフリン
グし、分析を行った

iiY~ を検出する院、溝の中部から大::iiのl・Lとともに、ガラス片やプラスチック製の洲定規なども出ヒ
した。
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図版 94 溝3検出途中状況（東から）
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図版 95 溝 3検出途中状況（北から）
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1 5 溝 5 (F-6・7グリッド第 94~ 96 固 1~1版 98·99)
底面と両側墜を石灰岩で造った消である。西端は溝3に連結する。平成9年度の二附殿地区の凋査で

検出されていた遺構でそのときの追構名称は「SDI である。
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第 94図溝5 平面図
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図版 99 溝 5 (西から）
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1 6 トレンチ 3 (F-7グリッド 第 97・981泌 図版100・101)

,{ i f~iみ 3 の南側に設定したトレンチである

セ
El 128 OOOI 

セ‘

lm 

第 97図 トレンチ 3 南壁土層図

図沿け 肘Ii'・ 色調 屈Vlさ(cm) 1: 質 ・i仕人物

97 J 賠褐色 10YR3 :J 6・16 枯団で{ii'}(店小tt、赤凪、木炭、
焼 t:、焼{i片を含む。

2 明＆褐色 IOYR7 6 8 
:l 暗褐色 I OYR:{. :{ 6-22 枯質で赤瓦、木炭を含む，'

4 2-10 :!Ocm前後の(i灰府ほ多い消；うのすく』
後ろでは、 ~rm前後の佐を多く含む。

5 黒褐色 2.5Y3 2 、18 砂竹で炭を少fit含む。

6 黒褐色 2.5Y:~I :~ 枯tiで炭を多く含む。赤瓦を含む。

7 賠灰＆色 2.5Y•l/ 2 10 枯質で；n、瓦、 ,'1.¥瓦、染付を含む。
炭を少し含む。

図版 100 トレンチ 3 (北から）
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1 7 トレンチ4 (F-8グリッド第 63・99・100図 図版102~104·176·177)

ソ‘ソ

I 
EL=l28. 300n 

゜

近習詰所地区の下胴を調べるために設定した。その結果、

黒褐色系統の粘質土が堆積していることがわかった。また、

砂岩製の礎石跨を新たに検出した。

io 

第 99図 トレンチ 4 南西壁土層図

図番号 庖序 色調 屈厚さ(cm) 上質 ・混入物 備考

99 1 黒褐色 2.5Y3/l 6-25 粘質で石灰岩小礫を少し含む。

2 6-38? 砂礫屈。

3 
3→ 7-13 粘買で石灰岩小礫、木炭を少し含む。 石積み3の上面を
3'→ 12 (3'には瓦が含まれる。） 翔う。

4 4-6 砂礫厨。

5 黒褐色 10YR3/2 6 粘賀で木炭、橙色土（焼七？）を少し含む。

6 黒褐色 10YR3/2 14-26 粘質で石灰岩中礫を多く含む。

7 褐色 10YR4/4 2-6 粘質で木炭を少し含む。赤瓦を含む。

8 黒褐色 10YR3/2 14-40 石灰岩小礫、サンゴ片、木炭を少し含む。

， 黒褐色 10YR3/2 20 
粘質で石灰岩小礫を少し、木炭を多く含 礎石の下にもぐ
む。 り込む。

10 褐色 10YR4/4 2 
粘質で木炭、橙色土（焼土？）を少し含む。
焼土を少し含む。

11 褐色 7.5YR4/3 12 粘買で砂粒を少し含む。

ら_,.,.,i,,.. "',, .. 
図版 102 トレンチ4 掘削前状況（南東から）
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図版 103 トレンチ4 掘削中状況（北西から）
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 図版 104 トレンチ 4 南壁（北から）
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第 4節撹乱層等の遺物

i"i屯城跡の発掘調杏で特徴的なこととして、表七• 投乱附からの追物出 1・.:,1の多さがあげられる。こ
のことは、この場所での戦災のダメージや造成工-'JJ笠の多さを物語っている。また、この撹乱府から出
J:する追物の種別は、陶磁器類が中心となるが、縄文期の土器 ・石器から戦時中の砲弾片まで多岐にわ
たる。ここでは、その"Iから特徴的な迫物をあげ、 1以lぷした。なお、観察及は第 5節辿物別概観で解説
されているため、ここでは割愛する。
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第 101図 撹乱府等の出土遺物 (1)
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第 5節遺物の種類別概観

1 . 育磁

青磁は総数で 446点が得られた。焼成地は中国浙江省南部に所在する龍泉窯産の製品が多数を占め、

ごくわずかに福建省南部の泉州窯産の製品も含まれる。器種は碗、鉢、皿、盤のほか、水注、酒会壺蓋、

天日台等が得られ、出土陶磁器の中でもバリエーションに窟んでいる。中でも 29の天目台は国内でも

報告例が希少な箕料で、 28の巻き貝をモチーフとした製品も類例が見あたらない。年代は概ね 14世紀

末から 15世紀中葉に収まり 15世紀代の製品が多い。被熱を受けた破片もみられ、火災との関連で典

味深い。

2. 白磁

白磁は 24点が得られ、器種は碗、 1lil等がみられ、焼成地は福建・広東系の製品が多く見られる。時

期は 14世紀後半~16世紀が中心となる。

3. 染付

中国産染付は、碗、鉢、皿、杯、瓶等の製品が得られ、確認できた焼成地は、景徳鎖窯、徳化窯、泊

り州窯、福建 ・広東系である。年代は、最徳鎖窯製では 15世紀前半~19世紀、徳化窯製は 18世紀、シ

3り州窯産は 16世紀後半~17世紀前半、福建 ・広東系では 17世紀末~18世紀前半に位慨付けられる。

4. その他の輸入陶磁器

ここでは出土凪が希少な陶磁器類をまとめた。ベトナム産染付は型成形の鳥形と思われる製品である。

中国産色絵は状態が悪く、ほとんどの資料で上絵の具が剥落した状態であった。中国産白地鉄絵壺は 6

点出土しているが、文様や破片の状態から同一個体と思われる。ほかに彩釉陶器や天目朱泥等の製品

もみられ、首里城で使用されていた陶磁器類の多様性を示している。

5. 褐釉陶器・半練土器

褐釉陶器は中国とタイで焼成された製品が得られ、破片の総数から中国産の数呈が多い。器種は壺が

ほとんどで、その他中国産の中に鉢が見られる。中国産の壺は口縁部が方形で府が張る大型の壺が多く

見られる。タイ産褐釉陶器については、口縁形態等から焼成窯の特定が可能で、ここではバンプーン村窯、

ノイ川窯、シーサッチャナライ窯の製品が確認でき、バンプーン村窯産の製品は少ない。時期は 15世

紀初頭から 18世紀頃までである。

6. 本土産陶磁器

本土産陶磁器は 201点が出土している。染付（第 110図93~ 100)、陶器（第 110圏 101~ 105、
107 ~ 111)緑釉陶器（第 110図 106)などが出土している。器種は碗、皿などの小物が多数を占める。

産地は染付では肥前系、陶器では内野山産、薩摩産などが出土している。

7. 沖縄産施釉陶器

第 111、112屈は釉薬を施した沖縄産の陶器でいわゆる 「上焼（ジョウヤチ）」と呼ばれるものである。

総数で 543点が出土している。施釉する釉薬は灰釉、飴釉、褐釉、透明釉などで白土を施し（白化粧）

赤絵で上絵付けを施すものもある。器種は碗、皿、火取、鉢、急須、酒器などが出土している。

8. 沖縄産無釉陶器

第 113図は高温で焼き締めた沖縄産の陶器でいわゆる「荒焼（アラヤチ）」 と呼ばれるものである。

総数で 295点が出土している。器種は碗、揺鉢、鉢、甕、壷などが出土している。
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9. 陶質土器・瓦質土器

陶質土器は「アカムヌー」と呼ばれる悩色が赤褐色、橙褐色を呈する焼き物である。焼成が悪いもの
は触るとざらざらとしており指に赤い粉未が付く。 163点が出＋．している。器種は鉢、火炉、鍋、上瓶
などが出土している。瓦質土器は 10点が出土している。器種は箱型火炉、拙鉢などである。

10. 瓦

瓦は 2894点が出土している。瓦は製作技法などから翡鹿系瓦、大和系瓦、明哨］系瓦の 3種に分類で
きる。出土屈は明朝系瓦が大多数を占めており軒丸瓦、軒平瓦ともに瓦当部が出上しているのは£JJJ朝系
瓦のみである。

11. 金属製品

金lt.i;¥製品の種別としては、武器 ・武具等の・部及び釘 ．鋲等の建築 ・調度品等に用いられる製品とに
大別でき、その中に装飾的機能を行する飾り金具が含まれる。この中で釘類は鉄を素材とする製品が多
数を占めるが、その他製品は銅製がほとんどで、飾り金具においては表面に唐 1¥'(文や魚々 f-を彫金し、
鍍金が残る汽料もみられる。これらの飾り金具は、その文様の構成や特徴から、琉球製と大和製とに概
ね区別できるが、今回確認できた製品は琉球製が占めている。

12. 銭貨

銭貨は 74点が得られ、その内 50点が破片及び溶沿のため判読イ.::,リlで、 25点において銭種が判明し
ている。これらの銭貨は全て銅製で、鈷に殺われた状態で出 tしていることから、ある程度クリーニン
グした上で観察を行い、特徴を明記した。判砒可能な汽料25点からrt地を分類すると、渡米践は 17点、
その他無文銭を含めたI t~産の窃永辿宅は 8点と渡来銭の出士比ヽ倅が大きい。初鋳年からは渡来銭は開元
通宝が蚊も占く、ほかは宋 ・南宋 ・元代の製狛が占める 国所の党水通宝は占党永と新党水（文銭）と
に分けることができ、更に背文字守の特徴から鋳造年が判明している資料については、表中に西J代を記
した。溶沿沢料は複数の銭貨が溶けて固まりとなったものであり、その要因は火災によるもののほか、
他の釦l製品として再利川するため、銭貨をスクラ ッフとして溶解させていた 1iJ能性もどえられる。

13. 玉類

屯煩は総数で 55 点得られた。索材はガラス製が 53 点と多く、ほかに水品製 l 点、骨•製の製品が 1
点みられる。ガラス製の玉は、表面に螺旋状あるいは横位に筋が見られること及び、イL内部に白い剥離
剤が残る汽料が確認できることから、政I]離剤を咆{1iした鉄心に浴解ガラスを巻き付けて成形する芯巻き
技法によるものと思われる。また、ガラス製 J~の中には：次的に被然を受け、変形した製品も見られる。
大きさはガラス製で4mm以ドの製r'nりが 46点と小型の製品が占めている。

14. 貝製品

貝製品は小玉、独楽、螺盗製品などが出上している。第 121lj(I 266 ~ 269は民俗'l'例などから独楽
と考えられているものである マガキガイの休阿部を打ち抜いて螺帷を残し独楽状に成形したものであ
る。

15. 骨製品

骨製品は鏃、箆状製111111、歯プラシ、枠状製品、などが出 I:している。第 121図 273は骨製の鏃である
片面は縞をほとんど持たず断面形は台形を昂する。‘附面形はみ形で枯部に,,,]かって一 It窄まり開く形状
である。釜部は欠祖している。

16. 煙管
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煙管は 5点が出上している。そのうち 3点を図化した。第 122固279は沖縄産施釉陶器製の雁首で

ある。火皿の部分を一部欠損している。火皿内面から小「l付近まで施釉する。280は中国産彩釉陶器製

の吸いUである。釉薬がほぽ全体で剥離しており白灰色の素地が甜出している。281は銅製の吸いいで

ある。小口付近に 3本の圏線が刻まれる。

17. 碁石・円盤状製品

碁石は 6点が出土している。第 122図282は陶器製の碁石と思われる製品である。円盤状製品は 97

点が出土している。そのうち半数近くは中同産褐釉陶器を利用したものである。小さいもので最大径

が 1,5cm、大きいもので 8,2cmまであり、 2cm~ 3 cmのものが最も多い。そのうち 4点を固化した。第

122図288は沖縄産無釉陶器を利用した製品である。打割は全体的に雑な印象を受ける。外底面に「車」

の字の 6画目のない文字状の線刻がある。

18. 石器 ・石製品・石造製品

石器・石製品・石造製品は磨石、砥石、硯などが出土している。第 122図291は札状の石製品である。

表面には細い線刻で唐箪文や魚々子文が施される。第 124図303は石柱の下端部である。ほぞが削り

だされており、表面は丁帝に研磨され 4面とも両端に線刻が施される。
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第4表 中国産青磁観察一覧表(1)
単位 ：cm 

番号 : 信符
「I径

/IH地点 遺構 器/,'1j 袖
硲形 文様 ；りi 見挿図・(aj版 吸径

色

第IQ.I図 口 閉
厚f-・の訂口 外体面に＇品の広い迅弁を片切り 袖は1送明のオリープ色で、11

図Uil78 H C-5卜お埋土
切・29 碗 店 碗て(.J唇は lll~I)により施し、内体は[ti) じく）＼り）り hでImm、内外l面はlmmとl'!.1 15 D-5ilf 1'弱層 I 円い。 彫りのり．花文． 'f・。朴l<rt人がたるn!lf,I→は1'1

7 色。15111紀11りI

じ ! ロ竹が 線描さの蓮弁文剣既l文。外体「l索地は明1天色，袖はオリープ色の2 
II 

C7トレ82-'f! 28 碗 やや内傾 抒直ドに汝くな線を巡らし、これを ・r, 透明で気泡が多く、11界で;:fく15 I する碗， Jf.4に地弁を揃える。 内外1虹てJ•/.1心 1511t紀前l。フ

H C-61i組2 ~ 
12.6 

1 
外f:i.n縁。 外伶,ruに輻広の述弁を片切り彫り やや外IJ.する碗，;{-;地は1り1灰色3 3 碗 により施し、内体は1;,1じく片切り彫り で、黒色の細杓｛・含む，袖は追15 6~;1 

のが-ii:.文， Iり1だが公泡あり。1511t紀,i;J半。I火

H C-6-tJ夕1]5 且
16_2 >苗[U口縁。 幅広の憤稼を外体「a予直 fに配 直I11'/'f・ の碗，付汁Jぶり1n色。4 

15 ,ii/1f11 13 碗 し、その下位に片切り彫りの~li文を 全体に被熱をそけており、柚は部 ． 広く廻らす。 沿解・兌泡していふl'1llt紀ふ

l」 12.4 閉直III l枯， 外体lfllのn枯 J:j立に）ヤ切り彫り 胎上は明灰色柑lは悦付けl人1
5 

H 
0-5賠褐 l: 碗 I 6.7 リ

の宙人を廻らし、ド位に1,•,イと文を ＂までI•/(施され、渇りが~lいに15 
底 5.8 ↓ 

施している。内体・内底にも）ヤ切り め文t以か明飢fでない。1511t紀
彫りの,';1.,ji::'文を施す。 "咄；以1i1i

152 
オ

肥町11揉。 l 」~1-印化による霜文、内H叶面に :i. 地は1リJi火色で貨褐色の杓．（1:1 '{ 6 
II C.U1列9

17 碗 信
弧~Kのr:.11~E文が確認できるが文 がみられる釉は他いが光ii{が15 夷込

ノ‘ LLの付本はイ-'Yl。 ないため透l~fJiが:tい , I 1ヽ111i•I(. 
紀4ミ。

("I 

'1 
11'1.t II.I緑。 外体IH和11ードに桟＜＆稼が施さ 出地は1りII火色．袖は,..,CFでら〔7 II D-ilレ1押 L 26 碗 ~ れる以外は底文。 泡を含み、表1(11に光沢がないた]5 

め迭！り雌が氾'.いニフ

1:1 17.2 序外）人I.I紺， 無必。 外収11,点の・人伽りの碗胎 uよII Dぶ1.1詞層
叫9天色柑Iは,..体にI'/くかかり、8 

15 Dぶ膏1125層 29 碗 位 リ
必明I!!_は，令jいが気んが多くmI 
いrt人が令体に走るぐ

-; 

i:i 16.8 
オ

外IJ.lI柑。 里文。 'I-. 地は19)褐色。貨 I:色の祉IIよII C-6石列5 リ， 13 碗 籍

fi J•/くかかり、糾1かいn人が令休l5 Jii/1(11 
祁 1こみられる。

r I 11.7 党外以II縁。 艇文。 やや f.,t~ 人の碗。胎 I:はl火色FL 0-5溝l黙
でHllf:l:!か多い袖は全fi>にHぱ10 

15 褐I: 29 碗 ~ ． リ
Imm/リでかかり、;f.l]雌状のnI 

1 人が細かいため渇って見える

II E-5rn物跡 ~ 't 外l1-I1糸求。 無文。 'I, 地はIVJ褐色. ~r.:alでヤ礼ヽII 悦 リ 袖は介f,t.がl'I渇してイ;i碍l.-15 3 
I 祁にィ，J火分がf.Jぷ'oプ

11 
灰

外如 l樟。 竪文。 胎 I:は外側か19lr'!色でI'、J部は12 H 1).5溝1(-1)
29 碗 岱 イ湘規IIIHこ9火色釉は光ii-!がある15 5培 1'1 

が部分的に対け洛ちている

オ 心jかは「亨 外体,r11は片りJり彫りの~1f又を I·邸か ,, 地は1mJo.i色．袖は，：':d.1,1.J1f1iH 
腐

') にか青~~)...・
らぶ(1はまて論し、その勢いでt:ifi飼13 客 I: 碗 I 削りだし、,(r, tで均れにかかり、徴少な気泡15 

6.8 
ソ~ f,11~ 小央が 曲に傷がみられる。内休は細抽の1,¥化

がみられる。ISlit紅I• 位l火 少,,,.,い 文.!Aili(曲1・(11./i:.文がみられる．

オ i,・れ分は雑な 内底1(11にJ',りJり彫りのは椋を描 胎・I:は9火色仙台のltJitfliは11-J14 11 D-1昭褐：I: 碗 岱
., 

削りで内開 き、中に日J.ji:.文及ひ E」の字を証 ＂か，匂い合形袖は:·~付けよでのみ接地令15 5.2 プ す。 で細かい気泡を含む。l火

1 
t;drは雑な 内底IHI↓.:f叫稼を施す。 灰色 1リJI火色の4.地硲台浙

15 II E6黒褐 I 碗 底 削りで内側 血は,,、JUIIJが心jい台形，,・濁した15 部 5.5 フ のみ接地 袖は秘介脇までかかる、 15111紀l火 1iiJ'i"-'I』切。
オ 内•\血が止め 内Ti(JiUに日Iii:.文 1大色の生地。,::;台断tfiiは内＂H 

11 
リ の婉.tr.hiよ

が硲い台形。柚はi収<,:・:冶脇ま
16 

15 客.Iこ 碗 1 情かに「ハ」5.0 プ でかかる，l火 状にl~I<.
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第5表 中国産青磁観察一跨表(2) 単位： cm

遺構 1fiI 魯 li~l:I 岱形 文様 所見

1.¥¥104図 IHI0-5溝1⑧ I I 無文 粒
r<11以li8 15 S't} 29碗央

［如180 15面煤褐J: 29 皿 により植す。 透

-18 頁

II I 外体面に片切り彫りの述

19 I 15 Eぶ黒褐:t - Dll す

外体面、内体面共に片切り彫りの明灰色の胎土。袖は!.'Ii台内部

いる。 み蛇の目袖剥ぎを行う。

H IC-7翻 19 I I I 不明 被熱を受け全体がただれてい

21 I 15 I~ 登'213層 17 DI1 る。胎J:.は灰色で、被然のため
か部分的に暗灰色を屋す。柚は

不透明でつやなし

HI D-7トレl I I 外体面に蓮ガ、内体面は1;,. .(E文胎.l-.は灰白色袖は白濁してい

22 I 15埋土 26 Dll が片りJり彫りにより施される る。

23 I H I 0-7トレl 皿 I は I:~ォ 楼折れ。 無文
生地は1天白色で11り院が多い

26 
釉はほぽ全体にかかるが、店台

15埋土 6.0 
内で斑状。高台の断面形状は

ト ー

台形

24 111 I客上 叫い I阻fIす
やや内潟す 外体血に¢品の広い蓬弁を片り）り 歓熱によりK面がたfこれ、炭化物が

るい「l口 彫りにより施している。 付~<r.胎ヒは明1火色．柚は微少な気

15 底 5.1 灰プI 樟 泡が人るが均質で高台内傾まで紬

す。15世紀中頃，

25 IHI 0-5溝l~し＼ 11.1123.61' 
鍔樟r:1舷。 内体面に櫛描の述弁を施している 胎!:は灰色。袖はf'l,手にかかる

29 盤絃 ・ }リ
がr.,r. 部で剥げ洛ちている。令

15糾 t 部． 体に細かい貝入あり

26IHID-3石敷l 叫ii 1『
鍔枯[I殺。 内体面に箆描の返弁を施している。胎上は明灰色袖は厄手で気

32 泡-rt入のため返明度はよくな

15 ード部 し＼

オ 内底面が 内底面及び麻台脇に圏線， 1胎上は町灰色袖は窃台内駐

27 IHI D-5溝llJ7JI 29 叫麿 I16: .3I灰プ'{ 
I!/.<盛り上 辺まで柑い貫入あり。

15 5~ がる飲。

28 Iは1客土 馴[なさJl形の 外面に巷き貝の蝶肋様の文仕を なきHの外唇部で、貝の水筍鼻

容器。 施している。型作りによるものか と思われる溝も｛り現されている。

胎土は灰白色。釉は透明たが

表頂Iはつやなし．

天11trの翫を 胴部に二条のを線。 生地は灰白色，釉は光沢あるが

29 IH IC•7トレ8'2 反 i口i8.3 ォ ,;; ける*tズキ

15 15~'/) 28 II・  } リ 昴分．破片下
気泡多し。

h - 品にllt人の：n 
へのひる賓鯰中

.. ●物.. • 1: 灰

水itの身、外体面に片切り彫りによる1,'i化文生地は灰白色袖は全面にか

30 IHI E-5黒褐 t 胴部 胴往 オ 頑部から把を紬す。 かるが内面は淳＜、畿櫨痕がみ

15 Hl5".l l認且手の付く部 られる。原の内出.Lft料を参そ

-1~ - ー←一
位， に区1ヒ復元。

I 顆の凸か•形甲f.<に片切り彫りの紅花文。 胎七は1天白色袖は甲表のみ，

H 0-6暗褐土
31 I15 D-7暗褐.I: 部甲 ． } ') 

状はif'I会壺 裏面は焼けて煤ける

とに近似す

色が小朋

IHI D-6il21叫 1はI • ['"会壺の甲表に片切り彫,,,,卒花文。 酒会社の互．生地は灰白色籍

32 17 1,1; 面直 k 30 
・必 . 1.i様に近 は甲表のみ。喪111iは露胎だが灰

い部分。 赤色ゥ

― 33 IばID-5暗褐土 I
阿kI I - I灰下部が広外体面上部に二条の圏稼が確認全体にt紐を受けた！りJ:杯の脚部

脚 ・ オがり、外周でさる。下部にもを線と思われる痕杯Ii'{郎との接合面からll-'1塁。ふ地は

1.8 ,, のみ接地 踪があるが、被烈によりfl]然としな灰l'l色袖は応台はまでかかり、破

フ い 然により唆色•発泡する， 141ft紀
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第 106図 中国産白磁 ・染付 (1)
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第6表 中国産白磁観察一覧表
単位： cm 

番り

芯 u 魯 I Ji斧

閤挿同・図版
出：I: 地点 迅情 沿tJi 岱形 所見

底径

外l,l..「lふで胴のり('.; り{;!・. は9火i'I色。袖は/-•i<,::』ft~まてかかる
:'.i)1()6tX¥ 10.6 た）,;.[J茶碗様でw級） 内Ji(面には1天がff;ぶ。h、i紐・ll:束糸か，If}
M版1訟 HIS F-8fitll:i寅込 33 碗 n 

5.0 甘 t・り台断11111よ浅い台形 期イ溝iりI,ヽ で外謂(/)み楼地，-31 成 3.7 

端反りIi.c;. 内体ド部にな祝，胎・上・袖ともに灰l'I色で均

n 

直
fl. rt t'の小碗，!GIit紀 ，

35 Hl5 G-8石偵2前面 36 小婉 我
間土 部

紅untiで浙血）i膏； f,; 1: は灰!'I色c袖はつやのある灰(1色を'i1
9.2 のぶ台がやや開くllll。 し外H,ド部でJLまる,15111.紀1iif'J:。

且 LK 36 Hl7 D-&r.2~•,J辺床 30 皿

~ 面紅l: 綿

1/11111柑， 生地はl火i'I色孔ILLはつやのある'i'il火色を','
1-1 10.2 

！ 
す込削袖.is世紀,irlこ。

37 Hl5 OSiJI懇褐j; 29 Dll a 
部

柑祁"'位てl:1i曲して ,,, 地は灰Iり色。 袖は1勺訳から胴'1•位まで
13.4 l火 外以。甜かは内謂の で、IJ.Jli(IJ.蛇のII祉l澗ぎ。11llt紀後'l',~16

：沿 1115 1).3陪IUI: Ull LI 3.3 白 み接地， 111紀ぶ¥ll'.-広屯糸，,k 5.2 色

外反lit原， 胎 I:はIJJJ火色，tdlは光沢のある込IYJ.fih。外
12.7 '"'に慨轄腹が罪't..3'J 1-115 DふAlR5層 29 皿

II 
固店

岱台1バu.t1tを研J 船上はIAl'I色3抽はつやのある1火!'I色を',:

岱 灰 に削り出し店台内は外 し外体r部で止まる，15世紀!iii'ド。10 H15 C-6イi,11[26屑 3 皿 Q がJり。3.5 

紅合は台形で 1・声な 粍折皿のli(m;。袖は-1'::f.lけ協までで、外Ii>

立

必り。内lllllのみ桜地， は・i'f(I色、内Ifillょ込明。,・::;台から内捐に砂
II Hl5 E-5:!~ll.l.l-. 鳳 低 IIが認められる, 1511頃紀•I叫．

62 
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第7表 中国産染付観察ー黄表(1) 単位： cm

番号

岱 は 悶
口径

挿図・図版
出土地点 遺構 器高 器形 文様 所見

底径

〇唇断面は方形で緩やか 外体面に蓮窄唐平を施し、 胎・ヒは灰白色。透明釉は

に外反する。 口緑内面に上下を圏線で ややwみがかる。栄徳鎮

第106図 n 枠取りした花店草を配する。窯。16世紀末-17世紀。

図版182 Hl5 r,.7トレ3南壁②6層 f,7 碗 緑

・42 部

口唇断面は方形で緩やか 外体面に挫f釦且がを施し、 胎土はJ夭白色。透明釉は

12.7 
に外反する。 口緑内面にJ:.下を阻線で やや村みがかる。禁徳鎮

且
枠取りした花店草を配する。窯。18世紀後半~19世紀。

43 Hl5 F-7トレ31-4-5層 57 碗
部

直口口絵で内湾気味に立 外体面に滞B印による菊花 丸みを帯びる直口碗。生地

18.1 
ち上がる碗。 唐草を施し、内体面はn縁 は明灰色。兵須の色鴻は

且
と見込みに阻線を配する。 灰'ff色。内底面釉剥ぎ。ショ

44 HIS C-6石組2l層 3 碗 ウ州窯。17世紀前半。

部

直n口様の碗。 外体面に.!';,、文、八卦丸文 薄手の直口碗。生地器面

を配する。Cl粒内面に四Jiとも他の染め付けに比して

且
14.6 榛をめぐらす。 白い。洪徳組か。16世紀末。

45 Hl5 G-S石積前面褐土 碗
部

口昏を外に屈曲させた外 口緑内外に輻広の圏線を 胎土は明灰色でざらつく。

反口緑を有する鉢。 配する。 透明釉は灰色がかり、n人

且
が目立つ。ショウ州窯。16-flt

46 Hl5 C-6石組l2居 2 鉢 紀後半。
部

窃令形は内翔lりで位付け 外体面に連飛唐卒を配し 高台は分付け部分が内消

は内外から削り出し尖る。 腰部から応台脇までラマ迷 し、釉剥ぎを施す。屎徳鋲

F-7溝32柑 碗 靡
弁文を描く、見込みは二条 窯。16世紀末-17世紀。

47 Hl5 54 の囲線内に~:花文を施す。
6.1 高台内にJi形の銘款。

裔台形は外が1りの三角、位 外体面に迎華9臥 i:を配し 位付けに釉刺ぎを施す。釈

付けは内外から肖I)り出し尖 内底面に二条の樹線と箪 徳鎮烹。16世紀,1(-17世

靡
っている 花文を描く。高台内に）i形 紀。

48 HIS F-7トレ36~ 57 碗 の釣款。
4.9 

比較的大きめの在台形は 外体面にコンニャク印~Hこ 蛇の目釉泣9ぎ。福建・広東。

方形、代付けは内外から削 よる三角文と丸文を施す。 17世紀末-18世紀前半。

第107~1 C-6石組2fli壁13罰 ロ 148 り出しやや三角状を用す 口緑内面と見込みに一条

図版184 Hl5 C-6石絹24層 3 碗 成
6.2 る。胴からn舷まで緩やか の1l!1線を配す。

-49 8.0 に開き立ち上がるが、口祥

で一気に外開に屈曲させ

ている。

高台形は外判りの三角、公 外体面にコンニャク印判に 褐建•広求。蛇の目釉剥ぎ。
付けは内外から削り出し尖 よる丸文を施している。 17世紀末~18世紀前半。

閉
15.15 っている。屑上部から口絃

50 Hl5 C6石組24層 3 碗 6.5 まで直線的に外に開き立ち
底 84 上がる直口口粒。

裔台形は外剖りの三角、丑 外体面にコンニャク印判に 蛇の目袖剥ぎ。福述・広束。

付けは内外から削り出し尖 よる三角文と丸文を施して 17世紀未-18世紀前半。

C-6石組2⑫ 3屈

<
14.3 っている。腰部はやや丸く、 いる。

51 Hl5 C・6石組24層 3 碗 6.5 口縁1が胴上邪から口緑ま

C-6石組26層 8.0 で直線的に開く。虹口口

縁
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第8表 中国産染付観察一覧表(2)
単位： cm 

番 号
年 は 爵

口径

lil l: 地点 追構 器,~ 器形 文様 所見挿litl収l版 度
底径

沿j台形は外が）りの：:1り、 不明。 蛇の11t1h剥ぎ。幅建•広
、iを付けは1,,1・f<であるが 束 17111:紀 -l<-18ilt紀筍107図

低
高台外側から位かに削り ,1,1-r,』図月~184 Hl5 C-6(i俎llm 2 碗 mしている-52 6.85 

やや丸みのある桐からfl外体繭に仙芝祝}.j,文を 徳化窟 18111:紀，

9.t 
粒まで緩やかに開きセち 施している。内底面に:::..

11 KがりlIf点は外反する 条の圏線と •',\1E文、 I均台53 HIS F-7ぶ3南崩祁4'i-! 5-1 小碗 I 185 
「1唇は尖る議j台形は外 内に梵字の銘款がみら/,( 46 
ガIJりの ；サり;jJ;、'迂付けの れる，
外森からjlj(かに削1)1]¥し
でい2

堕成刑の小碗，）[Iヤ1は溢 外体tf1iに./t.J;lfふを施す。 全面施釉でl,':•Hけは雑
反りで丸く、緩やかに底部 に釉淑lきょ地は1火「＇

l.J i.8 へ至る邸台浙ifiiは丸く、 色。他化喝 18flt紀54 Hl5 G-9u夕1)4頂褐t 13 小婉 I 425 沿冶内は没い
G-9石列4.,,.1: 底 2.8 

UHが尖る外1又[.l棟の 外体1fliに/lh芝祝J.i文を 索地は1火白色飴化翌
小碗， 施して＼、か 18111. 紀

55 HIS F-7トレ33~>l 57 小碗 ~i 
,・::; 台形は1勺匁lりでr::H 外体 1(1j)悽部から，~:;台肪 尤染f・Jの校倣品。151ft
けは内外から削り出し史 までラマ辿弁文を描く、見 紀lil/平。

56 HIS 客上 )di- 底 に先端は丸く整える 込みは：条の囮線内に
部 述求文を施す。

8.0 

邸合は外が1りで、;・::付け 外体Dliに実を配した・,:;文 鋲it.ft改 1811t紀後.,,,
は内外から削り出し：．角 を施している心i台JJ..Jに -19世紀

57 HIS F-8陪褐上 小ff 底 状に＇）ミる ） 「化1杖年製」の5糾知がみ
部 2.0 られる

1/it 11 1, 点のiしいl此 Il'tそ 「l粒外liriに1紺稼、内面に Ii111: 紀前'I稔
斯面は丸く、11牟わから胎 ;;.:,/E文

58 HIS E-5'./.', 褐 J: 皿 t 部までほぽ1/i:に移行す
る：

汝めのJill,全体に、n,で、兄込みに1r,i線とが北文、1'(1. 「けのみ袖i,!Jjき、 16llt
見込みがわずかに盛り上 必台内に閲祝，9 紀111111,

E-7礫ド賠褐 I. JUI 低
かる，・::;台断1i1iは :f(J,59 1117 

6.6 

浅めのJill,令体にiり手て、 見込みにI~線と,','qi:,文、 n付けのみ+Mlき:.J6jll:
見込みがわずかに盛りL ,•,';jf-31J..J に 1糾線。 紀中切。

60 F-7トレ31-4-51;? 57 1111 岱
がる凶台断rfliは二角HIS 

r-7トレ31+1隈s·,1~ 6.4 

l~ 笥底の浅いl1llと．思わ 内外面とも中央に二条の 被熱を受けた 1~笥)J¥の
れる， を祝を；J韮し、 >Ti線で迅 Jillと思われる。 1約の11,J IJ~

低
.,~ を描く内体のかの•I＇は袖浪 Jさ＇，61 Hl5 客上 lill に宝文92 
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饂：：〗
ェニコ‘ 箪 ）｀｀）65 

62 64 

63 

¥:: □ 67 

• >P>-,J 
66 

I 

、主ー王==デ'，

68 

‘’ 一巴~ー`己
69 

70 

• --1-• ~-~ 71 ' 72、 ~:~-
-~』9〗

73 令:¾,
74 -,--,) 

77 

＼` 
78 

ミ 干
79 

乙ー lg
83 

一宝戸ミ言，?J~ ―ご
84 

80 

て一~芝フ
81 

ー、三：
ミ □ーシ

82 

O 10cm 

85 
(62 ~ 85は 1/3縮尺）

第 108図 ペトナム産染付・中国産色絵 瑠`璃釉・緑釉鉄絵 ・三彩・白地鉄絵 ・天目 ・朱泥・タイ産褐

釉陶器・半練土器
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